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Reactions of community members regarding community health workers’ activities     
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2004 年から 2006 年にかけて行われた地域保健強化プロジェクトの一環として、
マニコレ市で活動する CHW を対象とした、小児保健や応急処置等に関するブラッ
シュアップ研修が月 1 回程度実施された。 
 
3．評価方法 
本研究では、質的評価と量的評価を組み合わせた Mixed method を用いた。 
1) 質的評価 
CHWブラッシュアップ研修のプロセス評価として、(ⅰ)マニコレ市の政策的動員、 














結   果 
 質的評価では、地域住民のみならず、マニコレ市長及び福祉部長といった行政職員、
病院やヘルスセンターの保健医療従事者からも CHW 活動に対する肯定的反応が示さ
れた。公的立場からの CHW 活動に対する支援や協力がみられ、また CHW も自身の
役割や活動に自信をもてるようになったことが確認された。 
 量的評価では、ベースライン調査時 151 家族（1 世帯中 2 家族の生計を別にする家
族が含まれた）、最終評価時 198 家族から調査への回答が得られた。CHW 活動に対す
る住民の認識と満足度は、居住地域にかかわらず、ベースライン時に比べ最終評価時




たことがあると回答した 314 家族における満足度の比較では、「CHW の家庭訪問は役
に立っているか」を含む 4 つすべての項目において、満足度は有意に向上した。 
 
考   察 




やスーパービジョンを通じて継続的に CHW を支援することにより、CHW 活動の質
を担保し、サービスを受ける住民の満足度が向上することが示された。 
